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当院の30年間の歩みと当院の30年間の歩みと

　当院は昭和56年に開設され今年で30年
を迎えます。私は開設2年目の昭和57年か
ら当院に勤務し29年になりますが、30年
の内29年間を当院で勤務
し、当院と共に歩んでこれ
たことは大きな喜びであり
ます。この度、この節目の
年に当院を定年退官するこ
とになり、今までの歩みを
振り返った時、誠に感慨無
量であります。
　政治生命をかけて当院を
開設された井尻武久美浜町
長から、私の出身地が久美
浜町ということもあり、当
時は京都市立病院に勤務し
ていましたが、「2年でも3
年でもいいので久美浜病院
に帰ってきてもらえないだ
ろうか」との要請を受け、
2～3年のつもりが29年を
迎えています。これには開
設者の歴代の町長さんや現
在の市長さんをはじめとした行政の方々、
議会議員の方々、地域住民の皆様、当院の
スタッフの皆様から支えられ助けられて、
さらに地域医療のやりがいや素晴らしさに
惹かれて、29年を迎えることが出来たも
のと思っています。
　昭和57年の赴任当時は、病床数50床、

診療科5科でしたが、現在は病床数170床、
診療科14科となり、30年の間に当院の規
模は約3倍になり、それと共に医療レベル
の向上がもたらされ、赴任時と比べて隔世
の感があります。
　この30年間にはいろいろな出来事があ
りました。まず開設者の町長が、井尻武氏、

片山茂氏、吉岡光義氏と代わられたこと、
さらに平成16年には6町が合併し京丹後市
となり、中山泰京丹後市長が開設者になら
れ、当院は久美浜町国保久美浜病院から京
丹後市立久美浜病院と名称が変わったこと
が挙げられます。また、病院に隣接して昭
和59年に保健センターが、昭和63年に特
別養護老人ホーム、デイサービスセンター
の施設が建設され、病院を核とした保健、
医療、福祉のゾーンが形成されたこと、さ
らに平成6年、平成12年に病院の増改築が
なされて診療科の増設、医療設備の充実が
図られたことが挙げられます。
　当院は、医療の原点である救急医療に「救
急患者は断らない」をモットーに全職員が
取り組み、小児から高齢者まで安心して医
療が受けられるよう、行き届いた信頼され
る医療体制づくりに職員一丸となって邁進
してまいりました。
　また、当院は病院の役割として病気の診
断や治療のみを行なうのではなく、その前
の疾病予防活動、さらに治療後に介護を要
する場合は介護にも病院が支援する地域包
括医療・ケアを、当院の使命とし理念とし
てまいりました。その背景には、地域包括
医療・ケアの先進地への視察、毎年開催さ
れる全国国保地域医療学会への参加等が刺

激となり指針となって現在に至っていま
す。
　この30年間に当院が実践してきた地域
包括医療・ケアの成果として、標準化死亡
比の低下がもたらされ地域住民の健康度が
向上し、それに伴って、医療費は低く、そ
の結果、国保税の低下がもたらされ、地域
住民にとって最も好ましい成果が得られて
います。これは病院だけによってもたらさ
れたものでなく、それぞれの地区の健康づ
くり推進員さん、さらに保健師さんとの強
力な連携によってこのような成果が得られ
たものと思っています。
　疾病予防活動や在宅介護の先進地である
長野県は、年齢調整死亡率が日本一低い、
高齢者の就業率が日本一高い、老人医療費
が日本一低い等々で日本では有名な健康長
寿の県ですが、当院が30年間進めてきた
地域包括医療・ケアによって、長野県に近
づいたのではと思っています。
　病院開設30年の節目にあたり、これか
らも医療レベルの向上、患者サービスの向
上に努め、地域包括医療・ケアをさらに推
し進めて、当院が地域住民から信頼される
病院、地域に貢献できる病院、地域にとっ
てなくてはならない病院として、さらなる
発展を期待し望んでいます。
　29年間、本当にありがとうございまし
た。心より御礼申し上げます。

～定年退官を迎えて～
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　久美浜町国保
久美浜病院は、
昭和56年に開
設され、今年で
30年という記
念すべき節目の
年を迎えまし
た。急性期医療
から慢性期医療
にとどまらず、
保健（予防活
動）、福祉（介護）にも取り組み、予防か
ら治療、介護・ケアまでを包括的に行う地
域医療を実践し地域住民の命と健康を守る
役割を担ってきました。
　また、救急については「全て受け入れる」
という方針のもと、診療科を越えた協力体
制をもって正に患者さん本位の温もりのあ
る医療を提供してまいりました。これも多
くの医療関係者のご指導、ご支援と地域住
民のご理解、ご協力に加えて、歴代の開設
者また岡本前院長、奥田院長をはじめ医師、
看護師等の医療スタッフの皆さんなど、
30年間にわたって病院にかかわりを持っ
てこられた皆さまのたゆまぬ努力のたまも
のと心から敬意と感謝を申し上げます。
　平成16年には丹後6町の合併により京丹
後市が誕生し、病院名は京丹後市立久美浜
病院となり、現在に至っています。京丹後
市を取り巻く地域医療の現状としては医
師、看護師不足が大きな課題となっていま
すが、市立久美浜病院と市立弥栄病院が特
徴を活かしながら連携を強め、職員が一致
団結することで更に市民サービスの向上が
図れればと考えています。
　100歳以上の人口の占める割合の多い京
丹後市では『健康大長寿のまち』として、

市民が心身ともに健康で安心して生活が送
れるよう市民病院としての役割を果たし、
市民から信頼され、愛される病院となるこ
とを使命として、努力していきたいと考え
ます。今後とも関係者のご支援、ご協力を
いただきますようお願い申し上げます。

　久美浜町では合併間もない頃から、町民
の皆さんの健康は久美浜診療所では守りき

れない。“合併町
にふさわしい病院
が必要だ”と、町
民の皆さんの切な
る要望を基に、井
尻武町長と総務課
長の松田昭二さん
は、京都府立医科

大学の指導を受けながら病院の建設に向け
て奔走されました。
　昭和57年春、病院の完成とともに、府
立医大第二内科出身で京都市立病院に勤務
されていた地元出身の奥田聖介さんを院長
に迎え、久美浜病院はスタートして30周
年を迎えました。
　開設30周年、誠におめでとうございます。

住民の切なる願い
元久美浜町長　片山　茂

京丹後市長　中山　泰

京丹後市立久美浜病院開設30周年に寄せて京丹後市立久美浜病院開設30周年に寄せて



広報院にゃあねっと平成23年3月

❺

　そうか、あれから30年か…。開設式典に
おける井尻町長の感泣の挨拶を思い出して

いる。もし、当病院無
かりせば…。背筋を寒
いものが走る。数字と
効率が、我が者顔での
さばっている。
　しかし、行政を与る
者は不採算と非効率部
門を抱え込むだけの度

量と勇気と懐の深さを持って欲しい。
　少子高齢化の波は地方を呑みこもうとし
ている。そんな中で、「安心」という眼に
は見えないけれども大切な物を次の世代
へ、きっちりとバトンを繋いでほしい。
　それが、今を生きるものの務めだ。

　久美浜病院へは、昭和63年から平成4年
まで勤務しました。初代の常勤小児科医と
して、久美浜病院に恥ずかしくない小児科

を作るという夢を持
ち、働きました。後任
の小児科医の努力が続
き、今は立派な小児科
が出来上がりとてもう
れしいのが本心です。

　久美浜病院はとても働きやすい所で、今
まで勤務した病院の中でもう一度働くとす
れば、迷わず久美浜病院です。奥田院長先
生を中心にした病院の人、地元の人、いず
れもいい人ばかりでした。久美浜湾、兜山、
如意寺、小天橋、などの綺麗な景色。カニ、
牡蠣、そして勢野うどん。本当に楽しかっ
た4年間です。ありがとうございました。

目に見えない大切なものを
元久美浜町長　吉岡　光義

もう一度働きたい病院
小児科　古川　裕

　平成4年4月から6年間と平成12年4月
から1年間の計7年間、整形外科で勤務し
ていました。勤務当初は、整形外科の標榜
はなく、外科2診として働いており、何年
か忘れてしまいましたが、在任中にやっと
地域のお許しが得ら
れ、整形外科医として
勤務できました。
　久美浜病院在任中整
形外科の分野だけでな
く、他科の分野まで幅
広く勉強できました。
おかげで、現在開業医をやっていますが、当
時の様々な経験が非常に役に立っています。
　久美浜病院の皆様に本当にお世話になり、
また育てていだだいて感謝しております。

　平成8年から平成11年3月まで久美浜病
院に勤務させていただいたが、赴任直前に
結婚し内海に面した土居の官舎で新婚生活
がスタートした。平成
10年6月に豊岡病院で
長男が誕生したがこの
日は医師5年目にして初
めて胃切除を執刀させ
てもらえる日でもあっ
た。「それでは哲先生の記念すべきマーゲ
ン1例目をお願いします。御長男誕生おめ
でとう!!」という赤木先生の言葉、至福の
喜びに包まれたこの瞬間を忘れることはな
い。この日は長男の人生の始まりであると
同時に私の外科医の始まりとなった。
　長男は今春、中学生になる。
　久美浜病院、ありがとう。

当時の経験が役立ってます
整形外科　四方　秀人

外科医人生の始まりでした
外科　四方　哲

あずか

かぶと

か　 き

ひょうぼう
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　「患者さんのために先生が最善と思う医
療をしてください」16年前に私が久美浜
病院に赴任した時に奥田院長から言われた

言葉である。地域医
療の発展をめざす久
美浜病院職員のひと
りとして在職中はこ
の事を常に考えなが
ら診療にあたってき
たつもりであり、病
院を辞した今後もそ

うしたいと思っている。
　しかし、医療費削減、採算性の重視、患者
の権利など医療をとりまく環境は年々この言
葉を実践していくのが困難な方向に向かっ
ているようである。今後も久美浜病院がこの
ような環境の変化に流されることなく「良い
医療」を実践し続ける医療機関として発展
していくことを願っている。

京丹後市立久美浜病院開設30周年に寄せて京丹後市立久美浜病院開設30周年に寄せて

良い医療の実践の継続を
歯科　眞下　肇

　覚えておられますか、あの頃のこと。
　春爛漫に、うら庭の大きな桜の木が満開
になったこと。
　外来も診察室も狭くて、人がひしめき
あっていたことを。
　個人的には、病院拡張工事のたびに婦長
室が変わったことと、看護師確保に明け暮
れたことなどが懐か
しいです。
　時代の流れを先読
みできない私に、い
つも広い視野で助言
して下さった院長先
生にあらためて感謝
します。
　現在はこの久美浜病院に健康管理をゆだ
ねて、外来利用をしています。

当時を振り返って
元総看護師長　井通　純子

開設４年目の職員集合写真（昭和60年3月撮影）
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昭和30年　4月
12月

33年　5月

36年　6月

36年　6月
36年　7月

38年　5月
40年　3月
43年11月
56年　3月

4月
4月

平成　6年　3月

4月
平成　8年　9月
平成　9年　6月
平成12年　3月

7月
平成15年11月
平成16年　3月

4月
平成19年　1月
平成21年　4月

国民健康保険直営海部診療所開設
国民健康保険直営久美浜診療所開設
国民健康保険直営佐濃診療所開設
（佐濃村、久美浜町に編入合併）
医療法人久美浜病院開設
一般病棟20床
国民健康保険直営久美浜診療所廃止
国民健康保険久美浜診療所開設
病床10床
医療法人久美浜病院　久美浜町に移管
医療法人久美浜病院廃止
国民健康保険久美浜診療所増築増床9床（19床に）
国民健康保険直営海部診療所廃止
国民健康保険直営久美浜診療所廃止
久美浜町国民健康保険久美浜病院開設
一般病床50床
診療科目：内科、外科、小児科、皮膚科、歯科（5科目）
新館完成（1号館）増床60床（110床に）
鉄筋コンクリート造3階建　3,865.22㎡
眼科、耳鼻咽喉科、泌尿器科を新設（8科目に）
診療科目：歯科口腔外科、リハビリテーション科を新設（10科目に）
診療科目：整形外科を新設（11科目に）
療養型病床群完成（療養病棟やすらぎ）療養病床60床
泌尿器科常設
診療科目：心療内科、精神科を新設（13科目に）
久美浜町国民健康保険久美浜病院廃止（丹後6町合併により）
京丹後市立久美浜病院開設（丹後6町の合併により）
通所リハビリテーション事業所開設
診療科目：麻酔科を新設（14科目に）

沿　　革

編集後記
　この度「院にゃあねっと久美浜病院開設30周年記
念号」を発行することとなり、広報委員の一人として
微力ながら関わらせていただきました。昭和56年4月
に久美浜病院が開設され、30年。
　その頃、久美浜町で生れた私は、ほぼ同じ年月を過
ごしてきました。子供の頃はよく風邪をひき小児科へ、

虫歯ができたときは泣きながら歯科へ、40℃発熱した
ときは夜中に救急外来へかかったことを思い出します。
　そんな私が現在は久美浜病院の職員として勤務して
います。勤務年数が長くなるにつれ知った顔も増え、
患者さんに声を掛けていただく機会も増えました。今
後もいろんなことを患者さんや他の職種の方から教わ
り学びながら、がんばっていこうと思います。
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京丹後市立久美浜病院 

外来医師担当表 

（平成２３年４月１日～） 

【 受付時間 】 

  ●午前診察                午前７時３０分～午前１１時 

  ●午後診察                正午～午後２時 

  ●歯科・歯科口腔外科初診         午前７時３０分～午前１１時 

【 小児科電話受付時間 】（℡０７７２－８２－８２００）
  ●午前診察         午前９時～午前１１時 

  ●午後診察         午後１時～午後２時（火・木曜日のみ）

★ 外科の火曜日の受付は午前１０時までとなります。 

★ 整形外科の水曜日の診察は予約診となっており、医師の指示のある方が対象です。 

★ 小児科の火曜・木曜の午前診は予約診となっており、医師の指示のある方が対象です。 

【京丹後市立久美浜病院 ℡０７７２－８２－１５００（代）】 

発行／京丹後市立久美浜病院　　編集／広報委員会
ホームページ http://www.city.kyotango.kyoto.jp/shisei/kikan/hospital/kumihama/index.html からも閲覧できます。

曜日

診察科
月 火 水 木 金

内 科 １ 診 
午 前 奥 田 聖 介 瀬 尾 泰 正 山 本  康 田 儀 英 昭 瀬 尾 泰 正

午 後 奥 田 ( 予 約 診 ) 瀬 尾 （ 予 約 診 ） 山 本 ( 予 約 診 ) 田 儀 ( 予 約 診 ) 瀬 尾 ( 予 約 診 )

内 科 ２ 診 
午 前 山 本  康 坂 根 慶 弥 横 井 大 祐 坂 根 慶 弥 横 井 大 祐

午 後 山 本 ( 予 約 診 ) 坂 根 ( 予 約 診 ) 横 井 ( 予 約 診 ) 坂 根 ( 予 約 診 ) 横 井 ( 予 約 診 )

内 科 ３ 診 午 前 
田 儀 英 昭     

田 儀 （ 予 約 診 ）     

外 科 

午 前 
中 島 慎 吾 

赤 木 （ 予 約 診 ） 

赤 木 重 典

（受付時間 10 時まで）
吉 山  敦 赤 木 重 典 

中 島 慎 吾

吉 山 （ 予 約 診 ）

午 後   

た こ ･ う お の め ･ い ぼ 外 来

( 第 2 ･ 第 4 )

赤 木 重 典

整 形 外 科 
午 前 吉 岡 直 樹 吉 岡 直 樹 吉 岡 （ 予 約 診 ） 西 田 敦 士 

与 謝 の 海 病 院 医 師

（ 第 １ ・ ２ ・ ３ 週 の み ）

午 後 吉 岡 （ 予 約 診 ） 吉 岡 ( 予 約 診 ) 手  術  日   

小 児 科 
午 前 岩 見  均 

岩 見 （ 予 約 診 ）

慢性疾患専門外来
岩 見  均 予 防 接 種 外 来 （ 予 約 診 ） 岩 見  均

午 後 岩 見 （ 予 約 診 ） 杉 本 洋 平 岩 見 （ 予 約 診 ） 杉 本 洋 平 岩 見 （ 予 約 診 ）

泌 尿 器 科 午 前 浦 野 俊 一  浦 野 俊 一 浦 野 俊 一 浦 野 俊 一

歯科口腔外科 

午 前 

堀信介（第 1・3・5）

足立圭司(第 2・4) 

山 田 元 太 郎 

三 木 真 優 

長嶋真貴子（第 1・2・3・5）

足 立 圭 司

山 田 元 太 郎

丸 尾 将 太

三 木 真 優

長 嶋 真 貴 子

堀  信 介

足 立 圭 司

丸 尾 将 太

三 木 真 優

堀  信 介 

足 立 圭 司 

山田元太郎 (第 1・3・5) 

三木真優(第 2・4) 

長 嶋 真 貴 子 

堀  信 介

足 立 圭 司

山 田 元 太 郎

丸 尾 将 太

午 後 

(予約診) 

堀信介（第 1・3・5）

足立圭司(第 2・4) 

山 田 元 太 郎 

三 木 真 優 

長嶋真貴子（第 2） 

足 立 圭 司

山 田 元 太 郎

丸 尾 将 太

三 木 真 優

長 嶋 真 貴 子

外 来 手 術 日 手 術 日 手 術 日

眼 科 午 前 南 丹 病 院 医 師 府立与謝の海病院医師 府 立 医 大 医 師

皮 膚 科 午 後     府 立 医 大 医 師

耳 鼻 咽 喉 科 午 後 府 立 医 大 医 師   府 立 医 大 医 師  

康本山後午所療診濃佐


